
企業理念・100億宣⾔に向けた経営者メッセージ

売上⾼100億円実現の⽬標と課題

実現⽬標 課題

⽬指す成⻑⼿段 実施体制

売上⾼100億円実現に向けた具体的措置

※本宣⾔は企業⾃⾝がその責任において売上⾼１００億円を⽬指して、⾃社の取組を進める旨を宣⾔するものです

代表取締役社⻑
岡村 和幸

神⼾から世界へ、社会インフラの維持・発展に貢献する
㈱OKAMURAが⼿掛けるのは、発電所などの『エナジー』および⽔インフラを提供するための『⽔処理』。
電⼒と⽔はどこであっても社会の基幹インフラであり、無くてはならないものです。私たちはこれらのイン
フラの提供・維持に寄与し、 OKAMURAにしかできないことを軸にして、地元神⼾の活性化につながる社会
活動を継続して参ります。

好調なエナジー市場と途上国向けの⽔処理市場伸⻑、および事業
承継による⾃社製品拡⼤（市場はエナジーまたは⽔処理のいずれ
かに分類）により、2032年に100億円達成を⽬指す。

売上⾼推移は別紙参照

1. ⼈財の確保、増員
2. 教育を充実させ、各⼈財のスキルアップを図る
3. 事業拠点の集約
4. 業務効率化
5. ⾃社製品の開発と拡充本社/神⼾事業所/ポートアイランド事業所

〇本社所在地︓兵庫県神⼾市兵庫区
〇事業概要︓発電プラント⽤設備・機器
および⽔処理設備の設計・製作・試運
転および保守

〇常時使⽤する従業員︓93名
（2026年9⽉時点）

〇現在の売上⾼︓40億円
（ 2026年2⽉期）

〇法⼈番号︓1140001012707
〇Web︓https://www.okamura-industry.co.jp/

株式会社OKAMURA（卸売業）

・採⽤・教育への投資を加速する
・拠点の集約により全社的に⾵通しを良くすることで、
部⾨横断 的な事業戦略を構築、共有する

・⼩集団活動担当者を各部⾨に設け、DX推進および業務効率化
を進める

・トップと各部⾨⻑が密に連携し、⾃社製品の開発・拡充対象
と費⽤対効果を適切に⾒極める

・調達部⾨による緊密なサプライチェーンの維持と拡⼤

・M&A、新卒採⽤、キャリア採⽤による⼈財の確保
・教育の拡充による⼈財の成⻑促進
・新社屋建設等による事業拠点の集約、組織⼒の向上
・DX推進による業務効率化
・M&Aまたは事業承継、開発による⾃社製品の拡充
・地場サプライチェーンを更に強固にし、リスクヘッジと地域
活性化を同時に図る。

事業所や製品の写真等



売上⾼100億円へのロードマップ

株式会社OKAMURA（卸売業）


